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日本の水害（戦後）日本の水害（戦後）
1947カスリーン台風
死者 1,077名
行方不明 853名

1959伊勢湾台風
死者 4,697名
行方不明 401名

1982長崎水害
死者行方不明299名

2000東海豪雨水害
死者行方不明 10名

行方不明 名

施設整備と情報提供の結果
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地震発生可能性の長期評価
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気象予警報の市町村化気象予警報の市町村化

土砂災害警戒情報
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気象情報等災害情報で聞いたことがあるもの
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ますます進展する情報と受け手の意識との乖離



なぜ 今 情報かなぜ、今、情報か
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内閣府 中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」資料



どうしたら耐震化を進められるかどうしたら耐震化を進められるか

中央防災会議首都直下地下地震被害想定資料より



しかし 情報には課題が
１６：３５

しかし、情報には課題が

地震・火山風水害 大規模化

観測・予測地球温暖化
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の傾向
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社会的合意 警報・避難街づくり

何故避難しないのか

耐震補強が進まない耐震補強が進まない



人はなぜ、避難しないのか？人はなぜ、避難しないのか？

条市

2階にあがった 指定避難所に避難 友人･知人宅に避難 近所のビルや高台に避難

37.4 10.4 5.6三条市

21.2 20.7 7.0福井市

14.6 8.939.6豊岡市

-50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40

結果的 は 情報だけ は避難 な
廣井研調査、２００４

結果的には、情報だけでは避難しない



災害発生前の気持ち災害発生前の気持ち

条

非常に不安だった 多少不安だった 不安は全くなかった 不安は感じなかった

9.6 22.6三条市

19.6 24.7福井市

16.8 24.4豊岡市

80 60 40 20 0 20 40 60

不安を感じた人も ３から４割不安を感じた人も、３から４割
廣井研調査、２００４



事前の防災行動事前の防災行動

41.9

25.2

28 5

家財を高いところにあげた
三条市

福井市

45.6

28.5

7.8

TV等で気象情報を収集

豊岡市

39.9

1.1

浸水防止に物を置いた

TV等で気象情報を収集

2.8

7.8

66 3

浸水防止に物を置いた

21.2

26.7

66.3

特になにもしていない

防災行動をと も 避難 は らな
廣井研調査、２００４

0 10 20 30 40 50 60 70防災行動をとっても、避難には至らない。



避難勧告事前入手率避難勧告事前入手率

20.5三条市

28 1福井市 28.1福井市

86.6豊岡市

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

避難勧告 指 はすぐ は伝わらな
廣井研調査、２００４

避難勧告・指示はすぐには伝わらない



避難しなかった理由避難しなかった理由

子供や年寄りがいて避難が大変

雨の中を避難する自信がない
三条市

豊岡市

避難の方が危険と思った

準備に時間がかかった

豊岡市

避難が必要ないと思った

高台で必要ないと思った

避難した人の８割近くが膝より上に水

河の決壊を知らなかった

２階に逃げればなんとかなる
避難した人の８割近くが膝より上に水

0 10 20 30 40 50 60

突然水に襲われた

壊

0 10 20 30 40 50 60

廣井研調査、２００４



避難を決心してから実行まで避難を決心してから実行まで
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平均93分もかかる
廣井研調査、２００４

平均93分もかかる。



時間雨量と累積雨量の違い時間雨量と累積雨量の違い

気が付 違いに気が付
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（国土交通省／東京都との共同調査）



対策基準50mmは3/4が知らない。
調節池の効果も過剰期待

環状七号線

水害前から知っていた 水害後に知った 知らなかった

13.6
環状七号線
地下調節池

23.0

雨量５０㎜を
超えると排水処理
できない可能性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

できない可能性

４２％が、地下調節池の整備で「氾濫しなくなる」と
思っていた。

（国土交通省／東京都との共同調査）情報から危険性を読み取る知識が不足。



避難できなかった
１６：５０

避難できなかった

「避難勧告を出したのに 避難しない」「避難勧告を出したのに、避難しない」

実態：(1)避難勧告が届いていない

(2)避難の判断が間に合わない(2)避難の判断が間に合わない

(3)危機感が伝わっていない

・メディア環境の整備
事前の準備

ディア環境 整備

・行動と結びついた情報理解
事前の準備



自然災害の中で不安を感じるもの

非常に不安を感じる やや不安を感じる どちらとも言えない

6.5 

43.8 

5.7 

8.1 

4.8 

4.7 

5.0 

0.0  25.0  50.0  75.0  100.0 

ＣＩＤＩＲ調査、２００９



７割がハザードマップを見ていない。７割がハザ ドマップを見ていない。

ザ ド プを見た

ホ
区の
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とがない人は、72％。
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水害時に見た人は４％水害時に見た人は４％

（国土交通省／東京都との共同調査）



半地下建築物の4割以上が水害のことは
考えて設計（選択）していない。

無回答 水害のこ無回答 水害のこ
とも考え
て設計し
た（選ん

水害のこ

た（選ん
だ）

とを考え
ては、設
計しな
かった
（選ばな
かった） 対象調査数３４票

（国土交通省／東京都との共同調査）



自然災害に備えての対策

対策をとっている 必要だが対策をとっていない 対策の必要はない
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日常生活の中で感じる不安

非常に不安を感じる やや不安を感じる どちらとも言えない
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ＣＩＤＩＲ調査、２００９



毎日の課題毎日の課題

災害

仕事

家庭

災害

比較

基準
仕事

行動

認知

撹乱



有珠山噴火の話し有珠山噴火の話し

75.2
85.1

家族

42.4
58.8

仕事関係

9.8
5.3

町内会

38.7
35.1

近所の人
樽前山

4.1
1.8一度も出ない 駒ヶ岳

集団の力を示唆 とくに職場関係0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0集団の力を示唆。とくに職場関係



タイミングが重要
CIDIRCIDIR

タイミングが重要

不動産業者が危険性を
平成５年
浸水地域不動産業者が危険性を

購入時に提供すべき
浸水地域

妙正寺川

家を建てる時に川の

妙正寺川
流域

善福寺川家を建てる時に川の
危険性を知る必要

善福寺川
流域

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（国土交通省／東京都との共同調査）



耐震補強が進まない耐震補強が進まない
「危険性を伝えても、耐震補強をしない」震

実態：(1)関心のない層が聞かない

(2)行動に結びつかない

行動 と結び付ける情報提供とは・行動へと結び付ける情報提供とは

規範、タイミング



なぜ 行動に結びつかないなぜ、行動に結びつかない

◎緊急時の情報◎緊急時の情報：

・伝わっていない

・わかりにくい

知識が蓄積されにくい・知識が蓄積されにくい

◎事前の情報：

・タイミングが悪い

・多くの問題の中のひとつ多くの問題の中のひとつ

・災害イメージがわかない

情報の送り手にも受け手にも問題



求められる創造力
１７：００

求められる創造力

• 停電すると 電車が止まると何が困るか・・・停電すると、電車が止まると何が困るか

揺れの被害、浸水の被害だけではない。

• 自宅の居間、風呂場、職場、よく行く店・・・

場所によって 必要な情報も対応も異なる場所によって、必要な情報も対応も異なる

• １週間、１月、半年、１年、３年、５年、１０年

長期の状況と対応を考える必要がある

産業カレンダーによる創造力

多様性と長期的視点



中越地震では関連死が過半数中越地震では関連死が過半数

総 計 名が• 総 計＝40名が死亡（11月3日で）

• 直接死＝18名直接死 18名

乳幼児・小学生＝6名／65歳以上＝6名

• 関連死＝22名（55％）

65歳以上＝１6名（７３％）65歳以上＝１6名（７３％）

見過ごされがちだが、被災生活を通じて
災害弱者の犠牲が生じていたのである災害弱者の犠牲が生じていたのである。



避難生活で避難生活で

32.3
体調を崩して

医者にかかった

17.9

常用薬が無く

避難生活で
足腰が弱った

8.8

9.4

トイレが心配で
水を飲むのを控えた

常用薬が無く
なり困った

8.5
行動が遅く、
気がねした

水を飲むのを控えた

3.5
段差や階段があって

動くのに困った

0 5 10 15 20 25 30 35 40

内閣府 新潟県中越地震調査による



精神的健康状態（GHQ)精神的健康状態（GHQ)

GHQ-H GHQ-M GHQ-L

23 5 32 4見込みが立たない 23.5 32.4

見込みが立

見込みが立たない

9.0 30.7見込みが立つ

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100



生活基盤を奪う生活基盤を奪う

災害は自宅と う生活基盤を奪う災害は自宅という生活基盤を奪う。

• 私は明治生まれの８７才です。地震で家も何もなく
なりました。今は仮設住宅で細々と暮らしています。

失職した人、主たる家計者を失った人は、再建はおろ
か、日々の生活にすら困ることになる。か、日々の生活にすら困ることになる。

• 自宅兼用で一人でお好み焼き屋をしていたが、２～
３時間後に火の手が廻り全焼した３時間後に火の手が廻り全焼した。

• 自宅は全壊。仕事場は助かったが倒産してしまった
。



心身機能の低下心身機能の低下

負傷や心的影響とい た心身状態の低下を伴う負傷や心的影響といった心身状態の低下を伴う。

• 地震３日後、病院のベッドの上で気がついた。左肩
を柱が直撃、大腿部が骨盤から突き出ていた。現在
も治療 リ ビリ中で 働けないも治療、リハビリ中で、働けない。

• 震災・病気でがたがた。薬を６種類飲んでいる。

• 震災以来、糖尿病で薬を飲んでいるが、アルバイト
なので社会保険もなく国保の３割負担となる。病気
の事は勤め先に言 ていない クビになると困るしの事は勤め先に言っていない…クビになると困るし…
。



人間関係を損なう人間関係を損なう

肉親を亡くした人 喪失感 支え合うはず 家族関係肉親を亡くした人の喪失感、支え合うはずの家族関係
が気まずいものへとなってしまう事例も。

• 震災で、母・息子をみんな亡くした。一人でいたら、
何も考えずボ とするだけ 誰か来てくれたら何を何も考えずボーっとするだけ。誰か来てくれたら何を
しゃべったらいいか判らない。１からしゃベらなけれ
ばいけない 母のことをしゃべらなければいけないばいけない。母のことをしゃべらなければいけない。
それが辛い。

• 震災以降 親子 兄弟が不仲になったとよく聞くが• 震災以降、親子、兄弟が不仲になったとよく聞くが、
私のところもそうなった。でも、自分にはそうなった
心当たりがまったくない。心当たりがまったくない。



コミュニティの崩壊コミュニティの崩壊

孤独感を募らせ 自尊心をも失 く孤独感を募らせ、自尊心をも失っていく。

• 仮設に来てからはそれほど親しい人もなく暑さもあ
ってあまり出歩くこともない。皆さん、どうぞ助けて下
さいさい。

• 公営住宅へ友人が転出していき、「孤独死」を身近
な ととして感じてしまう日があるなこととして感じてしまう日がある。

• 自分が生きとっても死んどっても、誰も喜び悲しみも
せえ んと思うから酒に溺れる様にな てしまうんせえへんと思うから酒に溺れる様になってしまうん
や。



置いて行かれ 冷たい視線を置いて行かれ、冷たい視線を

時間が経過するに れ 取り残された被災者• 時間が経過するにつれ、取り残された被災者への
目は厳しくなる。

• 無料パスを使うと、運転手に嫌味を言われる。人間
の尊厳を踏みにじられるような気がの尊厳を踏みにじられるような気が…。

• 震災直後、友人の家を転々としている時、「ルンペン
扱い された扱い」された 。

• 「私ら税金払ってしんどい思いしてるのに、仮設の人
は出たら支援金はもらえるし 安い家賃で新築の公は出たら支援金はもらえるし、安い家賃で新築の公
営に住める。ええなあ」と……。



災害情報で命を救うために
１７：１０

災害情報で命を救うために

災害 瞬 被害 生• 災害は一瞬、被害は一生

• 災害から命を救うことはできる。

• 事前対策が本質的。

• 緊急時にできることは限られる緊急時にできることは限られる。

• 行動と結びついた情報理解が必要。

• 災害環境を知っておく必要がある。

• 具体的な行動を考えておく必要がある• 具体的な行動を考えておく必要がある。


